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にした｡ CDUの加水分解速度は pH5以下で大きく,pH6以上で小さいことにより, 酸性土壌では加









のOM臼p は一般に土壌微生物を増加させるが, とくに細菌数の増加が著しいことをみとめた｡ これと関
連して, CDU施用前歴のある土壌では, 対照土壌に比較して分解無機化速度が促進されることを確認し
た｡ またCDUはクロレラ, 酵母, 糸状菌などの微生物の生育を促進するとともに, 廿日大根, えんぼく
などの高等植物に対しても少量の添加で初期生育を促進する効果のあることをみいだした｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国の農業は著しい多肥集約栽培を特徴としているが, これまで施用肥料の主体は速効性の無機質肥
料であった｡ しかし最近の農業情勢の変化により, 従来の速効性の肥料よりも緩効性の肥料に対する要望










た多くの微生物を単離同定するとともに, CDUの連用によって土壌の CDU分解能が高まること, さら
にこれまで単一の化合物としてみられていたCDUは, ある種の徴生物群に対して比較的易分解性の部分
と比較的難分解性の部分の2成分系からなっていることなどをあきらかにした｡
このように著者はCDUの肥効発現の機作の一端をはじめて明らかにするとともに, 種々の興味深い知
見を得ており, 肥料学, 土壌微生物学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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